
最終更新日

進捗グラフの作成を行うためには、以下の作業を適切なタイミングで実施しなければなりません。

１）当初計画データの作成

２）最新計画データの作成

３）進捗実績データの作成

４）プロジェクト全体ではない集合タスクの進捗グラフを作るには　←　特例

※ muraka進捗管理表が提供する進捗グラフ用データの意味については、別途「ＥＶＭ（出来高管理）とmuraka 進捗管理表」

の資料をご覧ください

■１）当初計画データの作成

【当作業を行うための前提】

当初計画データの作成を行うためには、計画入力と計画検証が完了していることが条件です。どの時点の計画データを

使用するかは使用者の判断に委ねられていますが、ここで作成されたデータが、muraka進捗管理表が進捗グラフ用に

提供する「当初計画データ」であることを認識してください。

1-①進捗グラフ用の日付の設定

進捗グラフのデータをどの日付で作成するかを指定します。これが進捗グラフのＸ軸（＝時間軸）の

目盛りになります。注意しなければならないのは、以下の２点です。

　・ ここで指定する日付は進捗管理表のカレンダーの範囲内にある日付でなければなりません。

　・ 今後進捗実績を測定する日付と合わせてください。例えば、進捗報告を毎週月曜日に

行うため、週末の金曜日時点での進捗を測定することになっている場合は、ここで指定する

日付も金曜日の日付にしておくべきです。そうしておけば、毎週収集する進捗実績データが

進捗グラフ用の進捗実績データとしてそのまま使用できることになります。

※進捗グラフのシートを開く

進捗グラフの作成 2009/9/7進捗管理表ﾏﾆｭｱﾙ

日付の設定

ここでは、例として、月初と
月の中旬の月２回の割合
で進捗グラフ用データを作
成するつもりで、日付を設
定します。
また、進捗実績を毎週金曜
日時点で報告してもらうの
で、曜日は金曜になるよう
に設定します。
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1-②当初計画データ作成

「当初計画更新」のボタン
をクリック。
　　　　　　　　　▼
ダイアログを確認し「はい」
をクリック
　　　　　　　　　▼
当初計画データが作成さ
れる

　＜当初計画データの見方＞
　　・ 進捗管理表の計画データを全てを対象にしています。
　　・ 出来高の欄は、設定された各日付までの出来高計画値を人日の単位で
　　   表しています。
　　・ 進捗率の欄は、設定された日付時点での進捗率を％で表しています。

　　→ この例では、９月にプロジェクトが始まり翌年の２月末で完了です。
　　　　トータルの出来高計画値の合計は４５０人日です。
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1-③当初計画の進捗グラフの確認

muraka進捗管理表が提供しているグラフはサンプルです。進捗報告の様式はそれぞれのプロジェクトで多種多様である

と考えています。muraka進捗管理表はあくまでも進捗グラフを描くための元データを提供するところまでを本来の機能と

とらえ、最終的な報告はそれぞれのプロジェクトの実情に合わせて工夫していただかざるを得ないと考えています。

しかし、こんな形なら即座にグラフ化できますという例をご提供しています。

※進捗グラフのシートを

　 下にスクロール

■２）最新計画データの作成

【当作業を行うための前提】

進捗管理表シートの計画データが最新状態に更新されている必要があります。

2-①最新計画データ作成

操作方法は、「当初計画データ作成」と同じ要領で、「最新計画更新」のボタンを押します。

【進捗率】のグラフ
計画での進捗率の推移を
グラフ化しています。

【出来高】のグラフ
出来高計画値の時系列の
推移をグラフ化していま
す。

「最新計画更新」のボタン
をクリック。
　　　　　　　　　▼
ダイアログを確認し「はい」
をクリック
　　　　　　　　　▼
最新計画データが作成さ
れる
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2-②最新計画の進捗グラフの確認

■３）進捗実績データの作成

【当作業を行うための前提】

進捗グラフ用に設定した日付を進捗測定日（＝現在日）として実績入力が完了していなければなりません。

3-①進捗率の確認

進捗測定日での各タスクの進捗率の入力が完了した後、「集合タスク進捗計算」のボタンを押して、プロジェクト全体の

進捗率の計算結果を確認します。

※進捗管理のシートを開く

【進捗率】のグラフ
進捗率の推移のグラフが、
当初計画と最新計画が対
比されて表示されていま
す。

【出来高】のグラフ
出来高計画値の時系列の
推移のグラフが、当初計画
と最新計画が対比されて
表示されています。

「集合タスク進捗計算」の
ボタンを押します。
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3-②出来高実績の確認

出来高実績値は、上記で取得した進捗率をもとに、最新計画の出来高計画値合計に進捗率をかけて求めます。

3-③進捗率および出来高実績をグラフ用データとして入力

※進捗グラフのシートを開く

最下層の集計エリアに、プ
ロジェクト全体の進捗率が
表示されています。
　　　　　　　　　▼
左図の例では、５５％と表
示されています。

最新計画の出来高計画値合計は進捗率の左に表示されています。
　　　　　　　　　▼
上図の例では、５５９（人日）と表示されています。
　　　　　　　　　▼
「出来高計画値合計×進捗率」で出来高実績値を求めます。
　　　　　　　　　▼
この例では以下のとおり、３０７．５人日となります
　　　　　出来高実績値　＝　５５９（出来高計画値合計）　×　５５％（進捗率）
　　　　　　　　　　　　　　　＝　３０７．５

先に確認した、出来高実績
と進捗率を該当の日付の
欄に入力する。

過去の日付の実績情報
は、その日付の時点の進
捗実績データが入力されて
いる時に確認して入力した
もの

5 / 7 



最終更新日進捗グラフの作成 2009/9/7進捗管理表ﾏﾆｭｱﾙ

3-③実績の進捗グラフの確認

【進捗率】のグラフ
進捗率の推移のグラフが、
当初計画／最新計画と実
績が対比されて表示されて
います。

【出来高】のグラフ
出来高実績の時系列の推
移のグラフが、当初計画／
最新計画と実績が対比さ
れて表示されています。
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■４）プロジェクト全体ではない集合タスクの進捗グラフを作るには

muraka進捗管理表は、進捗管理表で計画したタスク全体をプロジェクト全体のタスクと考えて、進捗グラフ用のデータ

を作成しますが、それ以外に、進捗管理表の中で定義した集合タスク（「タスク分類／タスク」の欄の欄の第１～３レベル

に定義したタスク）の進捗グラフ用データを作成することができます。そのためには、グラフ用データのタスク名の欄に

進捗管理シートで入力した集合タスク名を入力します。

それ以外の操作については、１）～３）で述べた操作と同じです。ただし、集合タスクの進捗率と出来高計画値合計は

そのタスク設定行に表示されています。

進捗管理シートに設定した
集合タスク名を、進捗グラ
フ用データの表のタスクに
入力する。

実績を入力する際に必要
な、集合タスクの出来高計
画値合計と実績進捗率
は、そのタスク設定行に表
示されます。
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